
 
◆ 7 月の放課後子ども囲碁教室の日程です 
 ● 第四小学校：7月 5日、12日、19日(月曜日) 2:30pm 三階 ひらめき教室 
● 第十小学校：7月 2日、9日、16日(金曜日) 2:30pm 一階 家庭科室 
      7 月 26日、27日、28日 9:30am 一階 家庭科室 

● 大和田小学校：7月 7日、14日、21日(水) 2:30pm 二階 第２音楽室 
 

◆碁と珠玉の名言  
その 1 形は一種の美学  
古来から囲碁は、｢品格を尊ぶゲーム｣といわれるとおり、囲碁は相
手に地をとってもらい、自分も地をいただくという相互のゲームです。
時にはハメ手を使ったり、待ったをしてまで勝ちたがる人がいます。
みっともなく勝つくらいなら、きれいにいさぎよく負けるほうを選ぶ
のがいいようです。囲碁には形があります。愚形、コリ形、ダンゴな
どは最も避けなければならぬ打ち方です。このような形は石の効率が
悪いのです。良い形とは、石がのびのびと働いている姿、連携がとれ
ている姿といわれます。囲碁に形にありというのは、碁が一種の美学
だからです。 
 
その2 強気、強気は怪我のもと 
 碁は攻めが八分で、といわれます。攻めの姿勢が持つことが上達につながるようです。ですが、
強気にもやはり節度があります。自分の足元をよくみていないと、攻めによって腰が伸びて、自
分が相手に攻められるのです。伸びきった腰を寸断されるようでは、自分の石がズタズタになり

勝ち目はなくなります。攻めの前には、自陣を強化す
ることを忘れてはならないのです。「生兵法は大怪我の
もと」という格言は囲碁にもあてはまります。 
 
その3 寄り道は一手パス 
 囲碁には本来余計な手はないはずです。しかし、対
局の心理や技量の違いによって意味のない手をうつこ
とがしばしばあります。寄り道というのは、生半可な
知識や定石を知らないで打っていくと自分の石がとら
れたり、いっぺんに不利になることです。寄り道は間
違った手、何の役にも立たない手のことです。 
   

 
その 4 アタリ、アタリのへぼ碁かな 
石をとれないアタリをアマチュアはよく打ちます。こんな手
は相手の石を逃がし、相手を強めるお手伝いをするのです。へ
ぼ碁を揶揄するのが「アタリ、アタリ」なのです。アタリを打
ちたくなったら、「ちょっと待てよ。アタリ、アタリのへぼ碁か
な」を思い出したいのです。アタリを我慢するという姿勢が大
事です。 
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